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22 年度決算認定は特別委員会に付託し審議

22
年
度
決
算
の
財
政
指
数
は
標
準
レ
ベ
ル
に
近
づ
く

9 月定例会
平成 22 年度の決算は若

じゃっかん

干ながら財政指数は好転の兆
きざ

し !

　　         　　　   国の交付金等の増額もあるが、これまでの節約、

                                                行政改革の成果がやっと現れたか？

　

9
月
12
日
に
本
年
第
3
回

定
例
会
が
招
集
さ
れ
ま
し

た
。

　

傍
聴
者
16
人
が
見
つ
め
る

中
で
9
月
定
例
会
が
開
会
さ

れ
、
ま
ず
、
会
期
を
9
月
12

日
か
ら
9
月
21
日
の
10
日
間

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
町
長
の
行
政
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
主
な

報
告
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
き
め
細
か
な
臨
時
交
付

金
」
で
繰
越
に
な
っ
て
い
た

「
小
値
賀
町
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
補
修
事
業
」
及
び
「
小

値
賀
町
医
療
保
健
職
員
住
宅

建
設
事
業
」
が
ま
も
な
く
完

了
す
る
こ
と
、
現
在
長
崎
県

が
管か

ん
か
つ轄
し
て
い
る
福
祉
事
務

所
を
小
値
賀
町
に
設
置
す
る

検
討
を
始
め
て
い
る
こ
と
、

来
年
佐
世
保
市
で
開
か
れ
る

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
、

小
値
賀
町
か
ら
も
候
補
牛
を

出
品
す
る
た
め
に
「
小
値
賀

町
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
出

品
対
策
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
選
定
を
進
め
て
い

る
こ
と
、
小
中
学
校
校
舎
建

設
に
つ
い
て
は
、
基
本
設
計

を
終
え
、
詳
細
設
計
作
業
を

進
め
て
い
る
段
階
で
、
11
月

末
の
入
札
を
目
指
し
て
準
備

を
進
め
て
い
る
こ
と
、
医
師

確
保
に
つ
い
て
は
、
長
崎
医

療
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関

と
協
議
を
行
い
な
が
ら
進
め

て
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

続
い
て
、
一
般
質
問
が
行

わ
れ
、
3
人
の
議
員
が
登
壇

し
、「
診
療
所
前
の
整
備
の

問
題
」、「
磯
焼
け
対
策
」、「
学

校
給
食
に
つ
い
て
」
町
長
、

教
育
長
に
対
し
て
熱
心
に
問

23 年度一般会計補正予算で学校建設費が継続費として 11 億 850 万円計上される

い
、
議
論
を
交
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
は
10
ペ
ー
ジ
か

ら
13
ペ
ー
ジ
）

　

今
回
の
定
例
会
の
主
な
も

の
は
、
平
成
22
年
度
の
決
算

審
査
で
す
。

　

決
算
に
つ
い
て
は
、
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
集
中
審

議
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

委
員
は
議
長
、
議
会
選
出

の
監
査
員
を
除
く
8
人
で
構

成
。

　

小
辻
委
員
長
の
も
と
2
日

間
に
わ
た
り
、
詳
細
な
決
算

の
審
査
を
行
い
、
全
員
一
致

で
平
成
22
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
決
算
を
認
定
す
る

こ
と
に
決け

っ

し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
1
人
の
議

員
が
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
決
算
に
関
す
る
諸

指
標
の
数
字
は
、
小
値
賀
町

の
財
政
の
健
全
化
を
示
す
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
決
算
は
、

任
期
中
、
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
て
き
た
前
山
田

町
政
の
最
後
の
回
答
書
と

な
っ
た
の
だ
と
い
え
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。（
も
っ
と

も
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
交

付
金
が
一
時
的
に
増
え
た
こ

と
で
数
値
が
好
転
し
た
と
の

声
も
聞
こ
え
ま
す
が
・
・
）

　

ま
ず
、
経け

い
じ
ょ
う
し
ゅ
し
ひ
り
つ

常
収
支
比
率
は

73
％
、
実じ

っ
し
つ
こ
う
さ
い
ひ
ひ
り
つ

質
公
債
費
比
率
は

13
％
、単
年
度
収
支
は
黒
字
、

基
金
積
立
金
は
18
億
円
に
な

り
ま
し
た
。（
関
連
記
事
は

4
～
６
ペ
ー
ジ
）

　

条
例
案
は
3
つ
提
出
さ
れ

ま
し
た
。　

　

そ
の
ひ
と
つ
は
、
町
税
条

例
の
改
正
で
、
ふ
る
さ
と
納

税
な
ど
寄
附
金
税
額
控
除
の

適て
き
よ
う
か
げ
ん

用
下
限
引
き
下
げ
な
ど
で

す
。
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
は
7
ペ
ー
ジ
）　

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予

算
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。（
関
連

記
事
は
8
・
9
ペ
ー
ジ
）

　

任
期
満
了
に
よ
る
教
育
委

員
、
固
定
資
産
評
価
員
の
選

任
が
な
さ
れ
ま
し
た
。（
関

連
記
事
は
7
ペ
ー
ジ
）

　

最
後
に
総
務
文
教
厚
生
常

任
委
員
会
委
員
長
と
産
業
建

設
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら

閉
会
中
の
審
査
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。（
関
連

連
記
事
は
14
～
15
ペ
ー
ジ
）

　　　

　

町
の
財
政
状
況
を
計は
か

る
幾い
く

つ
か
の
指し
ひ
ょ
う標

が
あ
り
ま
す
。
数
年
前
は
経け
い
じ
ょ
う
し
ゅ
う
し
ひ
り
つ

常
収
支
比
率
が
90
％
を
超
え
て
お
り
、

予
算
の
中
で
将
来
の
た
め
に
投
資
す
る
金
額
の
割
合
が
10
％
に
も
満
た
な
い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
22

年
度
決
算
で
は
73
％
と
な
り
、
標
準
の
70
～
75
％
の
範
囲
内
に
入
っ
て
い
ま
す
。
実
質
公
債
費
比
率
も
同
様
に

１
３
，
７
％
と
な
り
、
ほ
ぼ
標
準
の
12
～
13
％
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
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平成 22 年度 単年度収支も黒字に！
一般会計　歳入合計　33億 2,415 万 4,894 円（前年度より 4億 1,540 万円増額）

　　　　　歳出合計　31億 1,300 万 7,711 円（前年度より 2億 7,252 万円増額）

    　　　22 年度一般会計歳入決算額 　　　前年度比
町税    1 億 4,456 万 2,959 円 　　   253 万円 減
地方譲与税 　　    2,618 万 7,017 円 　　  　85 万円 減
利子割交付金 　　　      51 万 7,000 円 　　　  12 万円 減
配当割交付金 　　　 　 17 万 6,000 円 　　　    4 万円 増
株式等譲渡所得割交付金 　　　　    5 万 7,000 円 　　   　 1 万円 減
地方消費税交付金 　　    2,404 万 3,000 円 　　    　4 万円 減
自動車取得税交付金 　　　　433 万 6,000 円 　   　123 万円 減
地方特例交付金   　  　   800 万 3,000 円 　   　497 万円 増
地方交付税  18 億    248 万 7,000 円 　　6,766 万円 増
交通安全対策特別交付金       　   　61 万 1,000 円 　　  　61 万円 増
分担金及び負担金 　  　　 132 万    760 円 　　  　36 万円 減
使用料及び手数料   　     4,092 万 2,826 円 　　　　2 万円 減
国庫支出金    4 億 1,988 万 9,053 円 1 億 2,694 万円 増
県支出金    2 億 8,880 万 8,619 円 1 億 1,058 万円 増
財産収入               709 万 1,168 円 　　 　 54 万円 減
寄付金     　　   294 万 2,000 円 　　 　 72 万円 減
繰入金    1 億    482 万 5,555 円 　　6,193 万円 増
繰越金 　　　6,827 万 2,448 円 　　4,664 万円 減
諸収入 　　　4,082 万 4,489 円 1 億 1,294 万円 減
町債 　3 億 3,827 万 8,000 円 2 億　869 万円 増
歳入合計   33 億 2,415 万 4,894 円 4 億 1,540 万円 増

　　22 年度一般会計歳出決算額 　　前年度比
議会費           5,184 万 3,719 円 　　   283 万円 減
総務費   7 億 8,728 万 8,017 円 　　1,654 万円 増
民生費   3 億 5,357 万 6,287 円 　　2,618 万円 増
衛生費   1 億 8,839 万 9,488 円 　　4,515 万円 減
農林水産業費   3 億 3,216 万 1,009 円 　　5,870 万円 減
商工費   2 億 9,211 万 9,968 円 1 億 7,903 万円 増
土木費   1 億 9,636 万 5,404 円 　　4,336 万円 増
消防費   2 億 2,681 万 6,822 円 1 億   161 万円 増
教育費   3 億　　765 万 365 円 1 億 1,290 万円 増
災害復旧費              390 万 3,250 円 　　   873 万円 減
公債費   3 億 6,147 万 3,382 円 　　9,119 万円 減
諸支出金                      1,150 万円 　　　  50 万円 減
予備費                                 0 円 　　　　　0 円
歳出合計 31 億 1,300 万 7,711 円 2 億 7,250 万円 増

　　前年度比
積立金現在高     14 億 585 万円 2 億 2,767 万円 増
　 　

内訳

財政調整基金    1 億 5,740 万円 　　4,488 万円 増
減債基金    1 億 5,918 万円 　　2,583 万円 増
その他  10 億 8,927 万円 1 億 5,697 万円 増

定額運用基金    2 億 2,247 万円 　　　  19 万円 増
地方債残高  30 億 2,700 万円 　　3,270 万円 増
債務負担行為 　1 億 7955 万円 　　5,473 万円 減 自主財源は 4億 1,076 万円（歳入全体の 12,5％）前年度より 1億 185 万円減少

依存財源は 29 億 1,339 万円（歳入全体の 87,5％）前年度より 5億 1,726 万円増加
　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
決
算
は
14
日
、
15
日

の
両
日
、
決
算
特
別
委
員
会
（
小

辻
隆
治
郎
委
員
長
）
に
お
い
て
審

議
し
、
21
日
の
本
会
議
で
認
定
い

た
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
内
容
は
上
記

の
グ
ラ
フ
と
表
に
と
り
ま
と
め
て

お
り
ま
す
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
や
県
支

出
金
及
び
町
債
の
増
加
な
ど
に
よ

り
昨
年
度
よ
り
4
億
円
以
上
増

加
し
ま
し
た
が
、
自
主
財
源
は

4
億
１
，
０
７
６
万
円
（
歳
入
全

体
の
１
２
，
５
％
）
と
前
年
度
よ

り
1
億
１
８
５
万
円
減
少
し
、
依

存
財
源
が
29
億
１
，
３
３
９
万

円
（
８
７
，
５
％
）
と
5
億
１
，

７
２
６
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
を
主
な
費
目
別
に
み
る

と
、
人
件
費
が
前
年
度
よ
り
１
，

３
８
５
万
円
減
の
５
億
１
０
０
万

円
、
物
件
費
は
委
託
料
や
備

品
購
入
費
の
増
加
に
よ
り
５
，

３
２
０
万
円
増
加
し
４
億
２
，

３
８
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
扶

助
費
は
障
害
者
自
立
支
援
給
付

８
４
４
万
円
や
新
た
に
制
度
化
さ

れ
た
子
ど
も
手
当
１
，
８
９
０
万

円
な
ど
に
よ
り
２
，
６
９
２
万
円

増
の
１
億
３
，
６
３
２
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公こ

う
さ
い
ひ

債
費
は
平
成
９
年
度

借
入
の
過か

そ
さ
い

疎
債
（
総
合
運
動
公
園

若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
等
）
や
畑
総

事
業
等
の
償
還
が
一
部
終
了
し
た

こ
と
に
よ
り
９
，
１
１
９
万
円
減

の
３
億
６
，
１
４
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

前
年
度
比
が
約
2
倍
と
な
っ

た
普
通
建
設
事
業
費
７
億
４
，

９
９
１
万
円
の
主
な
内
容
は
、
離

島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化

及
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
、

古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
古
民
家
改

修
事
業
等
で
す
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　

滞
た
い
の
う
し
ゃ

納
者
が
固
定
化
さ
れ
て
い

　
　

な
い
か
？

答　

あ
る
程
度
、
固
定
化
さ
れ
て

　
　

い
る
。

問　

自
動
車
取
得
税
が
前
年
度
よ

　
　

り
約
１
３
０
万
円
減
収
と
な

　
　

っ
て
い
る
が
理
由
は
？

答　

エ
コ
カ
ー
減
税
等
に
よ
り
税

　
　

収
が
下
が
っ
た
こ
と
に
よ
る

　
　

減
額
で
あ
る
。

問　

住
宅
使
用
料
の
未
済
額
が
増

　
　

え
て
い
る
。
平
成
23
年
度
の 

　
　

動
向
と
今
後
の
徴

ち
ょ
う
し
ゅ
う
た
い
さ
く

収
対

策

　
　

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

平
成
22
年
度
は
11
件
で
17
万 

　
　

円
の
未
済
が
発
生
し
た
。
徴

　
　

収
に
つ
い
て
は
定
期
的
に
電

　
　

話
や
文
書
で
催
促
し
て
い
る

　
　

が
、
23
年
度
か
ら
夫
婦
で
役 

　
　

場
に
来
て
も
ら
っ
て
支
払
い

　
　

を
促
す
と
と
も
に
支
払
誓
約

　
　

書
を
書
い
て
も
ら
っ
て
い
る

　
　

の
で
今
後
は
期
限
を
決
め
て

　
　

次
の
行
動
に
移
ろ
う
と
思
っ

　
　

て
い
る
。

問　

不
用
額
が
今
回
１
億
２
、
０

    

０
０
万
円
と
異
常
に
多
か
っ

　
　

た
が
理
由
は
？

答　

や
む
を
得
な
い
も
の
と
明
ら

　
　

か
に
予
測
で
き
な
い
も
の
と

　
　

が
あ
る
。
今
後
各
課
と
打
ち

　
　

合
わ
せ
を
し
な
が
ら
予
算
措

　
　

置
を
慎
重
に
行
い
た
い
。

1 億 2,716 万円
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教
育
予
算
を
充
実
し
、
30
人
以
下
学
級
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
決
め
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
教
育
水
準
を
確
保
し
、
安
定
し
た
地
方
財
政
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
率
を

1/2
に
復
元

し
、
教
育
環
境
整
備
を
一
層
進
め
、
地
方
に
お
い
て
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
な
教
育
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
き
め
細
や

か
な
取
り
組
み
も
一
層
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、、
国
に
対
し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

１
、
30
人
以
下
学
級
の
す
す
め
、　

長
期
的
展
望
に
立
っ
て
学
校
現
場
に
必
要
な
教
職
員
の
人
員
を
拡
充
す
る
こ
と
。

２
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
し
て
、
国
の
負
担
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

平成 22 年度特別会計決算

　項　目 　　金　　額 　前年度比
　歳入総額 5 億 2,319 万 1,658 円 1,584 万円減
　歳出総額 4 億 8,740 万 9,853 円 1,108 万円増
単年度収支 2,693 万 2,743 円の赤字
一般会計からの繰入金　2,047 万円

国民健康保険事業特別会計

　項　目 　　金　　額 　前年度比
　歳入総額 　3,886 万 9,086 円 165 万円増
　歳出総額 　3,813 万 4,358 円 102 万円増
単年度収支 63 万 5,782 円の黒字
一般会計からの繰入金　2,026 万円

後期高齢者医療事業特別会計

　項　目 　　金　　額 　前年度比
　歳入総額 4 億 5,105 万 647 円 1,050 万円減
　歳出総額 4 億 1,560 万 545 円    872 万円減
単年度収支 177 万 7,826 円の赤字
一般会計からの繰入金　2,853 万円　

国民健康保険診療所事業特別会計

　項　目 　　金　　額 　前年度比
　歳入総額 21 万 2,680 円 310 万円減
　歳出総額 21 万 2,680 円 310 万円減
単年度収支 20 万 9,264 円の赤字
一般会計からの繰入金　０円　

老人保健事業特別会計

　項　目 　　金　　額 　前年度比
　歳入総額 3 億 6,249 万 7,333 円 2,148 万円増
　歳出総額 3 億 5,331 万 9,317 円 1,746 万円増
単年度収支 403 万 1,165 円の黒字
一般会計からの繰入金　4,581 万円　

介護保険事業特別会計

　項　目 　　金　　額 　前年度比
　歳入総額 8,504 万 2,001 円 676 万円減
　歳出総額 8,252 万 3,765 円 664 万円減
単年度収支 12 万 3,825 円の赤字
一般会計からの繰入金　2,590 万円

簡易水道事業特別会計

　項　目 　　金　　額 　前年度比
　歳入総額 1 億 8,908 万 41 円 1,650 万円増
　歳出総額 1 億 8,693 万 30 円 1,500 万円増
単年度収支 150 万 1,480 円の黒字
一般会計からの繰入金　6,617 万円

下水道事業特別会計

　項　目 　　金　　額 　前年度比
　歳入総額 5,487 万 5,138 円 1,326 万円減
　歳出総額 5,309 万 5,613 円 820 万円減
単年度収支 505 万 6,695 円の赤字
一般会計からの繰入金　1,150 万円　

渡船事業特別会計

　

今
回
の
改
正
の
主
な
も
の
は
、

①
寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限
を
五
千
円
か
ら
二
千

　

円
に
引
き
下
げ
る
改
正
。

　
（
こ
の
条
例
は
主
に
ふ
る
さ
と
納
税
も
含
め
て
、
寄
附

　

行
為
を
推
進
す
る
た
め
、
二
千
円
を
越
え
る
部
分
に

　

つ
い
て
控
除
の
対
象
と
し
、
合
せ
て
寄
附
対
象
団
体

　

等
も
明
確
化
し
、
か
つ
拡
充
さ
れ
て
お
り
ま
す
。）

②
地
方
税
に
お
け
る
脱
税
等
に
係
る
罰
則
規
定
の
強
化

　

の
改
正
。

　
（
罰
金
は
三
万
円
か
ら
上
限
十
万
円
に
）

③
税
の
特
例
措
置
の
期
限
を
延
長
す
る
改
正
。

　
（
主
な
も
の
は
肉
用
牛
飼
育
農
家
に
係
る
税
の
特
例

　

措
置
が
三
カ
年
延
長
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
牛
販

　

売
金
額
が
一
頭
百
万
円
未
満
の
場
合
、
健
康
保
険
税

　

を
除
く
所
得
税
は
免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。）

④
納
税
証
明
書
等
交
付
手
数
料
の
文
言
訂
正
の
改
正
。

　

納
税
証
明
書
等
交
付
手
数
料
に
つ
い
て
、
手
数
料
徴

　

収
条
例
で
三
百
円
と
な
り
ま
す
。

小値賀町税条例の一部を改正

教育委員会委員の任命についての同意

固定資産評価審査委員の

　　　　　　　　選任についての同意

　

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
浦
幸
一

郎
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
、
議
会
は
同
意
い

た
し
ま
し
た
。
任
期
は
4
年
で
す
。

　

浦
委
員
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
豊
富
な

教
職
経
験
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

固
定
資
産
評
価
委
員
、
平
田
信
彦
氏
の

再
任
に
つ
い
て
議
会
は
同
意
い
た
し
ま
し

た
。

　

町
内
の
固
定
資
産
課
税
等
に
関
す
る
不

服
審
査
等
に
引
き
続
き
、
ご
尽
力
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

任
期
は
三
年
で
す
。

「
実じ
っ
し
つ
あ
か
じ
ひ
り
つ

質
赤
字
比
率
」
及
び
「
連れ
ん
け
つ
じ
っ
し
つ
あ
か
じ
ひ
り
つ

結
実
質
赤
字
比
率
」、

そ
れ
ぞ
れ
赤
字
を
生
じ
て
お
ら
ず
良
好
で
あ
る
。

「
実じ
っ
し
つ
こ
う
さ
い
ひ
ひ
り
つ

質
公
債
費
比
率
」
は
１
３
，
７
％
で
、
早
期
健

全
化
基
準
の
25
％
を
超
え
て
い
な
い
の
で
良
好
で

あ
る
。

「
将し
ょ
う
ら
い
ふ
た
ん
ひ
り
つ

来
負
担
比
率
」
は
26
％
と
早
期
健
全
化
比
率

３
５
０
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

「
資
金
不
足
比
率
」
は
、
該
当
の
三
特
別
会
計
に
お

い
て
、資
金
不
足
を
生
じ
て
お
ら
ず
、良
好
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
に
お
い
て

は
、
当
面
、
財
政
的
に
健
全
段
階
を
維
持
で
き
る

と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

平成 22 年度決算に基づく、健全化判断比率

及び資金不足比率の報告内容について

浦　幸一郎　氏

責任の重さを痛感していま

す。学校現場での経験と地域

の皆様の声を生かしながら教

育行政に尽力していきます。

よろしくお願いいたします。

平田信彦　氏

固定資産評価委員として微

力ながら頑張ります。

よろしくお願いします。

そ
の
他
の
条
例
は
、
①
建
設
完
了
し
た
医
療
保
健
職
員
住

宅
に
つ
い
て
、
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。
②
こ
の
度
、
改
修
さ
れ
た
介
護
予
防
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。
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一般会計補正予算（第 2号）

歳入歳出それぞれ 3億 6,569 万 5,000 円を追加し、

　　　　予算総額を 28 億 5,673 万 1,000 円にしました。

（主な歳入補正）

　町税　　　　　　　486 万 8,000 円増額

　地方交付税　　　8,854 万 9,000 円増額

　国庫支出金　1 億 1,681 万 2,000 円増額

　県支出金　　　　　720 万 7,000 円増額

　繰入金　　　　　　701 万 4,000 円増額

　町債　　　　1 億 3,800 万円増額

　

歳
入
で
主
な
も
の
は
、
小

中
学
校
校
舎
建
設
事
業
費
で

国
庫
補
助
金
と
地
方
債
の
計

上
、
普
通
交
付
税
の
計
上
。

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
の
追
加
、
古
民
家
滞
在
施

設
整
備
、
小
中
学
校
校
舎
建

設
で
す
。

主
な
質
疑

　

今
回
の
小
中
学
校
校
舎
建

設
費
に
質
問
が
集
中
し
ま
し

た
。

問　

校
舎
建
設
費
は
本
体
工

　

事
費
を
8
億
円
ほ
ど
と
認

　

識
し
て
い
た
が
、
建
設
費

　

が
11
億
以
上
に
な
っ
て
い

　

る
の
は
な
ぜ
か
。

答　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の

　

設
計
を
し
て
い
る
の
で
、

　

学
校
や
保
護
者
の
要
望
を

　

入
れ
な
が
ら
進
め
て
き
た
。

　

教
室
の
作
り
方
や
、
電
気
、

　

機
械
、
プ
ー
ル
棟
の
工
事

　

費
な
ど
で
増
額
と
な
っ
た
。

　

校
舎
本
体
工
事
費
だ
け
で

　

は
な
く
、
関
連
工
事
費
用

　

も
入
っ
て
い
る
額
と
な
っ

　

て
い
る
。

問　

継
続
費
と
し
て
予
算
計

　

上
し
た
理
由
は
？

答　

大
型
事
業
で
あ
り
、
1

　

年
で
は
工
事
が
終
わ
ら
な

　

い
の
で
継
続
費（
2
年
間
）

　

と
し
て
計
上
し
た
。

問　

事
前
の
説
明
も
な
く
急

　

な
の
で
は
な
い
か
？
詳
細

　

設
計
が
で
き
、
工
事
費
が

（主な歳出補正）

　総務費　　　　　 797 万 8,000 円増額

　衛生費　　　　　 403 万 8,000 円増額

　農林水産業費　　 829 万 3,000 円増額

　商工費　　　　　　　  3,620 万円増額

　消防費　　　　　 420 万 3,000 円増額

　教育費　　　　3 億 26 万 3,000 円増額

（継続費）
　　款 　　項 　　事業名 　　総　額 　　年度 　　年割額
９教育費 ２小値賀小学校費 小値賀小中学校

校舎建設事業

11 億 850 万円 平成 23 年度 3 億 6,800 万円
平成 24 年度 7 億 4,050 万円

　

確
定
し
て
か
ら
予
算
計
上

　

す
る
べ
き
で
は
？　

　
答　

詳
細
設
計
が
完
了
す
る

　

ま
で
待
つ
と
工
事
発
注
が

　

遅
れ
、
工
事
関
係
者
に
も

　

迷
惑
が
か
か
る
と
判
断
。

　

11
月
末
の
入
札
を
目
指
し

　

発
注
準
備
を
行
っ
て
い
る

　

が
、
工
事
期
間
を
考
え
て
、

　

概
算
で
も
予
算
計
上
す
る

　

必
要
が
あ
っ
た
た
め
。

特別会計補正予算
国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1 号）

歳入歳出それぞれ 482 万 9,000 円を減額し、

予算総額を 4億 8,117 万 1,000 円にしました。

（主な歳入補正）

　国民健康保険税　4,070 万 6,000 円減額

　繰入金　　　　　1,477 万 6,000 円増額

　繰出金　　　　　1,578 万 1,000 円増額

（主な歳出補正）

　後期高齢者支援金　684 万 6,000 円減額

　諸支出金　　　　　206 万 5,000 円増額

介護保険事業特別会計補正予算（第 1 号）
歳入歳出それぞれ 879 万 6,000 円追加し、

予算総額を 3億 8,227 万 3,000 円にしました。

（主な歳入補正）

　県支出金　122 万円増額

　繰入金　　141 万 2,000 円減額

　繰越金　　817 万 8,000 円増額

（主な歳出補正）

　諸支出金（償還金）　307 万 5,000 円増額

　　　　　  （繰出金）　591 万 4,000 円増額

第 3 回臨時会（8 月 23 日）

工事請負契約の締結

（小値賀小学校校舎解体工事）

契約の方法：指名競争入札

契約金額　：6,615 万円

契約の相手：株式会社　友建設

（主な質疑）

問　解体による産業廃棄物の処理対

　　策は？

答　コンクリート、アスファルト（再

　　生分）は町内で処理。ガラス、サッ

　　シ、プラスチック等は町外に搬

　　送。

問　児童生徒の登下校時の安全対策

　　は？

答　学校と協議をしっかり行う。
解体工事が始まった小値賀小学校敬老の日の風景

 平成 23 年度

補正予算
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これを提案！

　

本
町
で
は
今
年
の
５
月
か

ら
国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し

て
「
空
き
家
調
査
」
を
実
施

し
て
い
る
が
、
そ
の
調
査
は

い
つ
ご
ろ
終
了
す
る
予
定
な

の
か
。

　

ま
た
、
空
き
家
が
ど
の
地

区
に
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
、

そ
の
状
態
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
な
ど
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
と
し
て

も
U
タ
ー
ン
者
I
タ
ー
ン
者

等
に
よ
る
定
住
者
の
増
加
促

進
を
進
め
て
い
る
今
、
非
常

に
有
効
な
事
業
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

空
き
家
な
ど
の
情
報
提
供

が
居
住
人
口
を
増
や
す
こ
と

に
つ
な
が
る
な
ら
、
本
町
に

と
っ
て
有
益
な
こ
と
で
あ
る

の
で
、
積
極
的
な
活
用
を
高

じ
る
講
じ
る
べ
き
だ
と
考
え

る
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
答
】
西
町
長

　

調
査
は
、
今
年
の
11
月
中

の
完
了
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　

居
住
人
口
増
加
策
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
I
タ
ー
ン
U

タ
ー
ン
希
望
者
へ
の
空
き
家

の
情
報
提
供
は
も
ち
ろ
ん
、

町
民
の
方
々
や
全
国
へ
「
広

報
紙
へ
の
掲
載
」「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
」
等
を
通

じ
て
情
報
発
信
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

空
き
家
の
紹
介
な
ど
に
つ

い
て
は
、
当
然
な
が
ら
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
十
分
注
意

を
払
い
な
が
ら
実
施
す
る
つ

も
り
で
す
。

　

そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
道

路
交
通
に
支
障
を
き
た
し
た

り
、
近
隣
の
住
民
に
危
険
を

及
ぼ
す
よ
う
な
廃は

い
お
く屋
に
関
し

て
は
、
あ
く
ま
で
も
基
本
は

持
ち
主
で
す
が
、
状
況
に

よ
っ
て
は
、
行
政
指
導
な
ど

も
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

個
人
の
権
利
を
侵
害
し
な
い

よ
う
慎
重
に
対
応
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。　

　　

診
療
所
の
玄
関
前
が
、
時

と
し
て
非
常
に
ゴ
タ
ゴ
タ
し

て
い
る
の
が
目
に
つ
く
。

　

肝
臓
外
来
や
整
形
外
来
等

の
特
殊
外
来
が
あ
る
時
に
は

路
上
駐
車
で
車
が
あ
ふ
れ
て

い
る
状
況
が
垣
間
見
ら
れ

る
。

　

こ
こ
は
三さ

ん

さ

ろ

叉
路
で
町
と
し

て
も
交
通
の
要
所
だ
。
駐
車

禁
止
の
表
示
は
な
い
が
、
駐

停
車
は
控
え
る
べ
き
だ
。

　

現
在
の
駐
車
場
の
ス
ペ
ー

ス
で
は
足
り
な
い
日
も
あ
る

の
で
、
診
療
所
前
の
埋
め
立

て
地
に
整
備
し
て
い
る
駐
車

場
を
す
ぐ
に
で
も
利
用
可
能

　

空
き
家
調
査
を
今
後
ど
う
活
か
す
？

診
療
所
前
を
整
理
す
べ
き
！

駐
車
場
の
拡
張
な
ど
早
く
手
を
打
つ
べ
き
で
は
？

ー
広
報
紙
等
で
情
報
発
信
を
行
う
ー

ー
三さ

ん

さ

ろ

叉
路
を
拡
張
し
、
バ
ス
の
乗
降
の

　
　

安
全
性
を
確
保
、
駐
車
場
は
拡
張
ー

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
最
近
、
シ
ニ
ア
カ
ー

の
利
用
が
増
え
て
い
る
。
そ

れ
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、

玄
関
前
に
シ
ル
バ
ー
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
る
な
ど
の
高
齢
者

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

診
療
所
専
用
車
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
別
途
、
診
療
所
玄

関
前
で
な
く
、
別
に
も
う
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】
西
町
長

　

埋
め
立
て
地
を
利
用
し
て

バ
ス
の
方
向
転
換
の
た
め
の

ロ
ー
タ
リ
ー
道
路
を
検
討
中

で
す
。
道
路
横
断
を
避
け
、

歩
行
距
離
を
最
短
に
す
る
た

め
に
、
診
療
所
玄
関
口
付
近

に
バ
ス
を
停
め
ら
れ
る
よ
う

近藤育雄議員

  いっぱんしつもん
ここが聞きたい！

何
ら
か
の
施
設
の
設
置
が
で

き
な
い
か
検
討
し
て
お
り
ま

す
。

　

路
上
駐
車
を
解
消
す
る
た

め
に
埋
め
立
て
造
成
地
を
利

用
し
て
、
十
分
な
広
さ
の
駐

車
場
を
確
保
し
ま
す
。

　

三さ
ん
さ
ろ

叉
路
の
整
備
工
事
用
に

準
備
し
て
い
る
仮
駐
車
場
を

す
ぐ
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

致
し
ま
す
。

　

診
療
所
玄
関
ま
で
、
雨
に

濡
れ
な
い
よ
う
に
屋
根
が
設

置
で
き
な
い
か
も
検
討
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
診
療
所
玄
関

に
近
い
場
所
に
、
シ
ニ
ア

カ
ー
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
の

専
用
停
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
こ
と
で
対
処
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

診
療
所
往
診
車
は
、
緊
急

車
両
や
通
院
の
車
の
支
障
に

な
ら
な
い
よ
う
、
今
後
は
診

療
所
下
の
駐
車
場
に
診
察
車

ス
ペ
ー
ス
を
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
対

策
で
、
診
療
所
の
利
用
者
の

利
便
を
図
り
、
ま
た
安
全
対

策
に
万
全
を
期
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

予
算
や
設
計
、
そ
れ
か
ら

警
察
と
の
協
議
の
関
係
か
ら

今
年
度
は
一
部
の
改
良
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
残

り
は
来
年
度
の
当
初
予
算
に

組
ま
せ
て
い
た
だ
き
実
行
い

た
し
ま
す
。

森も
り
さ
と
う
み
れ
ん
か
ん
が
く

里
海
連
環
学
の
考
え
で
磯
焼
け
対
策
を
急
げ
！

小辻隆治郎議員

ー
原
因
が
特
定
で
き
な
い
現
状
！
手
探

り
で
各
種
事
業
を
実
施
す
る
ー

　

本
町
の
磯
焼
け
が
始
ま
っ

て
10
年
ほ
ど
経
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
今
ま
で
対
策

は
打
っ
て
き
た
が
効
果
が
全

く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
上

が
っ
て
い
な
い
。

　

地
球
温
暖
化
の
た
め
に
海

藻
が
生
え
な
く
な
っ
た
と
よ

く
い
わ
れ
て
い
る
が
、
最
近

の
学
問
で
は
、
海
中
の
温
度

が
原
因
で
は
な
く
、
植
物
に

必
要
な
３
大
栄
養
素
、
窒
素
、

リ
ン
、
カ
リ
ュ
ー
ム
の
他
に

微び
り
ょ
う
き
ん
ぞ
く

量
金
属
の
必
要
性
、
鉄
分

の
存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

フ
ル
ボ
酸
鉄
と
い
う
の
が

そ
れ
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ

は
海
中
で
は
発
生
せ
ず
、
山

や
森
の
落
ち
葉
や
土
の
中
の

鉄
と
化
合
し
川
を
経
て
海
へ

流
れ
込
む
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
海
藻
に
と
っ
て
重
要
だ

廃屋調査

診療所前の現状
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れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

磯
焼
け
の
仕
組
み
に
関
す

る
講
演
会
の
実
施
、
専
門
家

に
よ
る
調
査
の
実
施
、
対
策

に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関

す
る
見
解
を
伺
う
。

【
答
】
西
町
長

　
「
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
」
や
「
長
崎
県
総
合
水

産
試
験
場
」
等
の
国
県
の
専

　

現
在
、
小
学
校
中
学
校
の

保
護
者
の
間
で
学
校
給
食
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
進
め
ら
れ
て
い
る
小
中

学
校
建
設
に
お
い
て
、
給
食

室
な
ど
を
入
れ
込
む
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

で
は
保
護
者
の
意
見
を
ま
と

め
て
い
る
段
階
と
承
知
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
保
護
者
か
ら
は
、

給
食
費
の
負
担
額
は
幾
ら
な

の
か
な
ど
具
体
的
な
説
明
が

な
い
中
で
は
判
断
が
難
し
い

と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

給
食
問
題
は
、
前
町
長
の

時
に
実
施
は
し
な
い
と
の
意

向
が
表
明
さ
れ
て
い
た
。
こ

こ
に
き
て
、
給
食
の
実
施
問

題
が
あ
が
っ
て
き
た
が
、
給

食
に
関
す
る
教
育
委
員
会
の

見
解
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
理
由

は
何
な
の
か
。

　

学
校
給
食
を
実
施
す
る
場

合
の
施
設
試
算
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

町
長
は
学
校
給
食
を
行
う

場
合
、
町
と
し
て
の
経
費
負

担
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

【
答
】
筒
井
教
育
長

　

こ
れ
ま
で
、
給
食
の
実
施

に
至
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、

町
財
政
を
考
慮
し
て
重
要
施

策
と
し
て
優
先
順
位
が
低

か
っ
た
こ
と
、
地
元
商
工
業

の
振
興
活
性
化
を
考
慮
し
た

こ
と
、
弁
当
昼
食
へ
の
根
強

い
支
持
と
給
食
費
に
よ
る
家

庭
へ
の
経
済
的
負
担
の
増
加

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
方
向
転
換
は
、
平

成
20
年
に
「
学
校
給
食
法
」

の
大
幅
な
改
正
で
、
学
校
給

食
を
活
用
し
た
食
育
の
推
進

が
謳う

た

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
就
任
し
た
西
町
長

学
校
給
食
に
対
す
る
方
針
転
換
は
な
ぜ
？

　
　
　
　
　
　

保
護
者
の
戸
惑
い
や
心
配
に
答
え
ろ
！

と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
磯
焼
け
の

問
題
は
、
山
や
森
、
川
や
海

な
ど
総
て
の
領
域
の
学
問
が

連
携
さ
れ
た
森

も
り
さ
と
う
み
れ
ん
か
ん
が
く

里
海
連
環
学

と
い
う
観
点
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
大
切
だ
と
考
え

る
。

　

小
値
賀
町
の
政
策
も
、
こ

の
森

も
り
さ
と
う
み
れ
ん
か
ん
が
く

里
海
連
環
学
の
考
え
に

沿
っ
た
政
策
が
今
後
求
め
ら

に
あ
た
っ
て
、
磯
焼
け
状
況

を
正
確
に
把
握
し
、
そ
れ
に

対
す
る
適
切
な
処
置
を
行
う

た
め
に
も
専
門
家
に
依
頼

し
、
調
査
す
る
こ
と
の
必
要

性
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
原
因
に
つ
い
て

確
実
な
情
報
が
今
の
と
こ
ろ

ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
は

手
探
り
の
状
態
で
各
種
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

森も
り
さ
と
う
み
れ
ん
か
ん
が
く

里
海
連
環
学
の
こ
と
も

頭
に
入
れ
な
が
ら
、
今
後
も

対
策
、
実
証
検
証
を
続
け
、

門
研
究
機
関
の
ご
協
力
ご
支

援
を
得
な
が
ら
、
長
年
に
わ

た
り
藻
場
の
研
究
や
調
査
実

証
実
験
な
ど
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

藻
場
に
関
し
ま
し
て
は
現

在
ま
で
研
究
が
進
ん
で
き
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
態
は

い
ま
だ
つ
か
め
て
お
り
ま
せ

ん
。
有
効
な
手
だ
て
が
な
い

の
が
実
情
で
す
。

　

今
後
藻
場
の
再
生
に
必
要

な
技
術
開
発
を
県
で
進
め
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
十
分
関
係
機
関

と
協
議
を
し
な
が
ら
場
合
に

よ
っ
て
は
モ
デ
ル
地
区
に
指

定
を
受
け
ら
れ
な
い
か
国
県

に
要
望
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

森も
り
さ
と
う
み
れ
ん
か
ん
が
く

里
海
連
環
学
の
講
習
会

を
開
催
し
て
は
と
い
う
ご
提

案
で
す
が
、
磯
焼
け
の
原
因

は
何
か
、
確
実
に
突
き
止
め

て
い
な
い
中
に
説
明
会
を
開

催
し
た
場
合
、
お
招
き
し
た

学
者
の
一
方
的
個
人
的
な
話

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
を
さ
れ
ま
す
。
慎
重
に
対

処
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

磯
焼
け
対
策
を
実
施
す
る

伊藤忠之議員

ここが聞きたい！これを提案！

ー
食
育
推
進
の
重
要
性
再
認
識
、

　
　

西
町
長
の
意
向
と
財
政
運
営
の
見
通
し
ー

水
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
べ

く
努
力
し
て
い
く
覚
悟
で

す
。

　

長
崎
県
の
総
合
計
画
の
中

に
「
次
代
へ
つ
な
ぐ
水
産
資

源
と
漁
場
づ
く
り
」が
あ
り
、

そ
の
中
に
、
こ
の
藻
場
の
再

生
、
維
持
、
回
復
ビ
ジ
ョ
ン

の
推
進
が
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
現
実
的
に
は
こ
こ

で
予
算
措
置
、
事
業
計
画
を

立
て
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

は
、
学
校
給
食
の
実
施
に
前

向
き
で
、
保
護
者
の
意
見
に

よ
っ
て
は
給
食
に
取
り
組
む

考
え
を
持
た
れ
て
お
り
、
教

育
委
員
会
と
し
て
も
学
校
給

食
の
意
義
、
必
要
性
を
考
慮

し
、
ま
た
新
校
舎
建
設
を
控

え
る
中
、
実
施
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
今
し
か
な
い
と
の
判

断
を
致
し
た
次
第
で
す
。

　

実
施
を
前
提
と
し
た
と
き

の
施
設
試
算
で
す
が
、
建
設

事
業
費
で
約
８
，
０
０
０
万

円
、
厨

ち
ゅ
う
ぼ
う房
備
品
等
で
約
３
，

０
０
０
万
円
程
度
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

人
件
費
を
含
む
年
間
維
持

費
の
見
込
み
額
と
し
て
は
、

約
１
，
１
０
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

【
答
】
西
町
長

　

教
育
上
の
観
点
か
ら
も
、

食
育
の
重
要
性
が
い
わ
れ
て

お
り
、
県
内
の
小
学
校
で
は

99
％
で
実
施
さ
れ
て
い
る
現

状
で
あ
り
、
地ち

さ
ん
ち
し
ょ
う

産
地
消
の
面

か
ら
も
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
あ

げ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
問
題
は
、

教
育
委
員
会
の
専
権
事
項
だ

と
考
え
て
お
り
、
教
育
委
員

会
の
意
見
、
保
護
者
の
意
見

の
集
約
を
ま
ず
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

建
設
費
に
関
し
て
は
、
国

庫
補
助
が
半
分
ぐ
ら
い
あ
り

ま
す
し
、
残
り
に
つ
い
て
も

起き
さ
い債

が
可
能
で
す
の
で
、
有

利
な
も
の
を
活
用
す
る
こ
と

に
す
れ
ば
、
現
在
の
小
値
賀

町
の
財
政
で
も
大
丈
夫
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

給
食
費
の
保
護
者
負
担
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
が
、
運
営
費
は
当
然
一

般
財
源
で
手
当
て
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

国
が
子
育
て
を
推
進
し
て

い
る
以
上
、
何
ら
か
な
形
で

市
町
村
へ
の
手
当
て
、
保
護

者
へ
の
負
担
軽
減
策
も
講
じ

ら
れ
る
可
能
性
も
高
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

生
徒
児
童
数
の
増
加
は
考

え
に
く
い
現
状
で
は
、
町
の

負
担
が
増
加
し
、
財
政
運
営

に
支
障
を
き
た
す
と
は
思
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

海底での藻場の造成実験

磯焼けの海岸

小学校校舎とのお別れ会
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第
1
回
委
員
会
を
5
月
20

日
に
、
常
任
委
員
会
の
概
要

並
び
に
意
義
及
び
委
員
会
の

設
置
等
か
ら
本
委
員
会
の
所

管
事
務
を
確
認
し
、
今
後
の

調
査
の
重
点
項
目
を
次
の
と

お
り
と
し
ま
し
た
。

1
、
福
祉
事
務
所
の
設
置
に

　
　

つ
い
て

2
、
中
学
校
校
舎
跡
地
の
利

　
　

活
用
に
つ
い
て

3
、
世
界
遺
産
登
録
を
前
に

　
　

本
町
の
自
然
環
境
保
護

　
　

を
考
え
る
条
例
の
検
討

　

そ
の
他
、
本
委
員
会
の
事

務
所
管
に
た
い
す
る
あ
ら
た

な
問
題
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

小
値
賀
町
に
お
け
る
福
祉

事
務
所
設
置
に
つ
い
て
は
、

福
祉
事
務
所
を
本
町
に
設
置

す
る
こ
と
を
検
討
す
る
に
い

た
っ
た
経
緯
と
県
と
の
調
整

の
状
況
、
先
進
地
の
状
況
な

ど
を
聞
き
取
り
調
査
、
設
置

し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
等
を
審
査
し
ま
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
、
小
中
学
校

校
舎
の
建
設
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
完
成
後
の
中
学
校
の

校
舎
に
つ
い
て　

解
体
以
外

の
利
活
用
の
方
法
が
な
い
か

調
査
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

1
、
高
齢
化
専
用
賃
借
住
宅

　
　

へ
の
利
用

2
、
診
療
所
の
建
設
地
候
補

3
、
農
産
物
の
加
工
場
と
し

　
　

て
の
活
用

4
、
体
験
交
流
館
及
び
セ
ミ

　
　

ナ
ー
ハ
ウ
ス
と
し
て
の

　
　

活
用

5
、
畜
産
用
の
米
を
利
用
し

　
　

し
た
サ
イ
レ
ー
ジ
ｗ
ｃ

ｓ
（
ホ
ー
ル　

ク
ロ
ッ
プ
サ

イ
レ
ー
ジ
）
の
保
管
用
倉
庫

と
し
て
活
用
等
の
様
々
な
活

用
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
継
続
的
に
研
究
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
然
環
境
保
護

総務文教厚生常任委員会報告

条
例
の
設
置
に
関
す
る
検
討

に
つ
い
て
は
、
重
要
文
化
的

景
観
指
定
や
世
界
遺
産
登
録

に
伴
い
、
観
光
客
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
中
、
野
崎
島
を

中
心
に
小
値
賀
全
域
の
豊
か

な
自
然
環
境
保
全
を
意
識
的

に
図
っ
て
い
く
た
め
の
小
値

賀
町
独
自
の
条
例
を
制
定
す

本
町
が
検
討
中
の
福
祉
事
務
所
設
置
に
関
す
る
諸
問
題
を
探
る

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
し
て
、
そ
の
研
究
に
着

手
し
ま
し
た
。

　

将
来
的
に
は
、
自
然
環
境

保
護
の
た
め
の
協
力
金
ま
た

は
法
定
外
目
的
税
の
設
置
も

視
野
に
入
っ
て
く
る
可
能
性

も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

現
在
あ
る
景
観
条
例
や
文

化
庁
に
よ
る
重
要
文
化
的
景

観
の
指
定
な
ど
の
状
況
を
踏

ま
え
て
後
世
に
託
す
財
産
を

大
事
に
す
る
観
点
か
ら
調
査

を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
頻
繁
に
委
員
会
を

開
催
し
、
閉
会
中
も
活
動
を

活
発
に
行
う
予
定
で
す
。

委員長　宮﨑良保

産業建設常任委員会報告
委員長　土川重佳

　

本
員
会
と
し
て
は
、
本
町

の
懸
案
事
項
、
突
発
的
に
起

き
る
諸
問
題
に
つ
い
て
も
、

正
確
な
情
報
収
集
を
行
い
、

迅
速
に
対
応
し
て
い
け
る
よ

う
、
継
続
的
に
活
動
す
る
予

定
で
す
。

　

9
月
16
日
、
離
島
漁
業
再

生
支
援
交
付
金
事
業
に
つ
い

て
、
担
当
課
長
、
職
員
出
席

の
も
と
、
漁
業
集
落
組
織
の

代
表
者
で
あ
る
会
長
、
漁
協

事
務
職
員
を
招
へ
い
し
、
こ

れ
ま
で
の
実
績
の
報
告
を
受

け
、現
状
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

事
業
効
果
が
顕
著
な
も

の
、
ま
た
漁
場
環
境
で
苦
慮

し
て
い
る
諸
問
題
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ワ
ビ
漁
の
近
年
の
激
減

は
、
生
産
者
の
収
入
源
の
根

幹
を
揺
る
が
し
、
漁
協
水
揚

高
の
大
き
な
下
落
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

漁
業
環
境
の
問
題
点
に
対

し
て
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

必
要
性
を
再
確
認
し
ま
し

た
。

　

本
委
員
会
と
し
て
は
、
藻

場
の
造
成
、
藻
場
の
復
興
に

本
町
水
産
業
の
復
活
の
道
が

あ
る
と
の
意
見
で
一
致
、
今

後
と
も
小
値
賀
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
水
産
業
の
復
活
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
行
く
所

存
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
の
振
興
策
に

も
、
水
産
業
同
様
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

磯焼け問題を中心に

　　　　産業活性化に関して調査研究

漁業集落組織の代表者の説明を聞き現状調査

磯焼けに関する海底の調査



小値賀町議会だより第 77 号（16）

　

長
か
っ
た
夏
が
終

わ
っ
た
と
思
っ
た
ら

台
風
接
近
。

　

東
北
の
大
震
災
や

和
歌
山
県
な
ど
の
大

雨
の
災
害
復
興
中
の

人
た
ち
は
さ
ぞ
不
安

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
推
測
し
な
が
ら
の
編
集
。

　

小
値
賀
で
は
小
学
校
の
解

体
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

私
が
小
学
校
を
卒
業
す
る

と
同
時
に
今
の
小
学
校
の
建

設
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

又
、
同
時
に
小
学
校
の
校

歌
ま
で
も
、「
仰
ぐ
お
山
の

～
」
か
ら
「
潮
の
満
ち
ひ
の

～
」
へ
移
り
変
わ
り
、
一
つ

の
時
代
が
変
わ
っ
た
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
今
回
は
小

中
学
校
合
同
校
舎
の
建
設
と

い
う
。

　

ま
た
一
つ
時
代
が
変
わ
り

つ
つ
あ
る
事
を
実
感
し
て
い

る
こ
の
頃
で
す
。

　

時
代
と
い
う
大
き
な
流
れ

の
中
で
、
私
た
ち
は
新
し
い

時
代
を
創
る
努
力
を
休
ん
で

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
一
緒
に
。

　
　
　
　
　
　

宮
﨑
良
保

屋
治
郎
、
近
藤
育
雄
）、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
代
表
前
田

輝
雄
氏
、
地
区
会
長
代
表
高

橋
正
彦
氏
、
牧
尾
政
彦
氏
、

婦
人
連
絡
協
議
会
代
表
塚
原

篤
子
氏
の
計
８
名
で
す
。

　

町
民
皆
さ
ま
か
ら
の
活
発

な
ご
意
見
を
期
待
し
て
お
り

　

今
年
６
月
の
本
会
議
に
お

い
て
敬
老
祝
い
金
支
給
条
例

改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
来
年

３
月
末
日
ま
で
の
時
限
立
法

と
し
て
修
正
決
議
さ
れ
た
こ

と
は
ご
存
じ
の
と
お
り
で

す
。

　

議
会
と
し
て
は
、
本
件
に

つ
い
て
そ
の
是
非
を
時
限
ま

で
に
論
議
し
て
結
論
を
出
す

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
議
長
の
諮し

も
ん問

機

関
と
し
て
、「
敬
老
祝
い
金

支
給
検
討
委
員
会
（
近
藤
育

雄
委
員
長
）」
が
組
織
さ
れ
、

９
月
２
日
に
第
１
回
の
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
は
議
員
と
地
域
及
び

団
体
の
代
表
者
で
構
成
し
、

町
民
か
ら
の
ご
意
見
等
を
広

く
聴
き
こ
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

会
議
は
月
２
回
合
計
８
回

を
予
定
し
て
お
り
、
委
員
の

皆
さ
ん
に
は
大
変
な
ご
苦
労

を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
諸
問
題
を
検
討
し

一
定
の
方
向
性
を
見
出
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
議
員
４
名

（
伊
藤
忠
之
、
浦
英
明
、
松

ま
す
。

　

ご
意
見
等
は
代
表
者
若
し

く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

委
員
長　

近
藤
育
雄

敬老祝い金支給に関する検討委員会が始動

編集後記

敬老祝い金支給に関する検討委員会開催

敬老祝い金支給


